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問３ あなたが介護をする場合について

（１）現在、誰かの介護をしていますか。（１つを選択）※同居の有無に関わらず

全体では、「している」15.9％、「していない」82.8％となっている。

前回調査と比較して大きな差異はみられない。

男女別でみると、大きな差異はみられない。

年代別でみると、50 代、60 代ではいずれも「している」の割合が２割を占めている一方で、40 代

では 4.3％にとどまっている。

15.9%

12.5%

15.9%

16.0%

4.3%

22.4%

23.4%

82.8%

86.6%

83.0%

82.5%

95.3%

75.5%

75.2%

1.3%

0.9%

1.1%

1.5%

0.4%

2.1%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

している していない 無回答
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【次の①～⑤は、（１）において「１．している」と回答した方のみ、ご回答ください。】

① 介護をしている相手はどなたですか。（複数選択可）

全体では、「親」91.7％が最も高く、次いで「子」5.8％、「配偶者」、「兄弟・姉妹」、「その他」がい

ずれも 2.5％となっている。

前回調査と比較して大きな差異はみられない。

男女別でみると、「親」の割合は女性が男性を 7.8 ポイント上回る。

年代別でみると、「親」は年代が上がるにつれて割合が高くなり、60 代では 96.9％を占めている。

また、「子」は 40 代が 16.7％と他の年代より高くなっている。

91.7%

5.8%

2.5%

2.5%

0.0%

2.5%

0.0%

88.5%

2.3%

3.4%

1.1%

1.1%

5.7%

2.3%

87.5%

7.1%

3.6%

1.8%

0.0%

3.6%

0.0%

95.3%

4.7%

1.6%

3.1%

0.0%

1.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親

子

配偶者

兄弟・姉妹

祖父母

その他

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

男性(n=56)
女性(n=64)

91.7%

5.8%

2.5%

2.5%

0.0%

2.5%

0.0%

88.5%

2.3%

3.4%

1.1%

1.1%

5.7%

2.3%

83.3%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

90.8%

6.6%

3.9%

2.6%

0.0%

1.3%

0.0%

96.9%

0.0%

0.0%

3.1%

0.0%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親

子

配偶者

兄弟・姉妹

祖父母

その他

無回答

今回調査(n=120)
前回調査(R4)(n=87)

40代(n=12)

50代(n=76)
60代(n=32)

【介護をしている相手（男女別）】

【介護をしている相手（年代別）】



102

【次の①～⑤は、（１）において「１．している」と回答した方のみ、ご回答ください。】

② 介護をしている相手は介護保険サービスを利用していますか。（複数選択可）

全体では、「利用している」79.2％が最も高く、次いで「利用していない（利用方法は分かる）」13.3％、

「利用していない（利用方法が分からない）」7.5％となっている。

前回調査と比較すると、「利用していない（利用方法は分かる）」は 5.1 ポイント減少した一方で、

「利用している」は 5.6 ポイント増加している。

男女別でみると、「利用している」の割合は女性が男性を 11.2 ポイント上回る。一方で、「利用して

いない（利用方法が分からない）」は男性が女性より 9.4 ポイント高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「利用している」の割合は最も高く、40 代、60 代では８割以上を

占めている。

79.2%

13.3%

7.5%

1.7%

0.0%

73.6%

18.4%

4.6%

2.3%

1.1%

73.2%

12.5%

12.5%

1.8%

0.0%

84.4%

14.1%

3.1%

1.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している

利用していない（利用方法は分かる）

利用していない（利用方法が分からない）

その他

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

男性(n=56)

女性(n=64)

79.2%

13.3%

7.5%

1.7%

0.0%

73.6%

18.4%

4.6%

2.3%

1.1%

83.3%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

75.0%

14.5%

9.2%

2.6%

0.0%

87.5%

9.4%

6.3%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している

利用していない（利用方法は分かる）

利用していない（利用方法が分からない）

その他

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

40代(n=12)

50代(n=76)

60代(n=32)

【介護をしている相手は介護保険サービスを利用しているか（男女別）】

【介護をしている相手は介護保険サービスを利用しているか（年代別）】
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【次の①～⑤は、（１）において「１．している」と回答した方のみ、ご回答ください。】

③ 今後の介護のことについて誰に相談していますか。（複数選択可）

全体では、「家族・親族」71.7％が最も高く、次いで「ケアマネジャー」50.0％、「介護サービス事

業者」22.5％となっている。

前回調査と比較すると、多くの項目で割合が減少している一方で、「家族・親族」では 9.6 ポイン

ト、「友人・知人」では 6.8 ポイント増加している。

男女別でみると、「介護・介助が必要な本人」では 10.1 ポイント、「友人・知人」21.0 ポイント、

「ケアマネジャー」では 20.1 ポイント女性が男性より高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「家族・親族」の割合が最も高く、次いで「ケアマネジャー」とな

っている。40 代では「友人・知人」、「医師」がいずれも他の年代より高くなっている。

71.7%

50.0%

22.5%

19.2%

18.3%

17.5%

12.5%

7.5%

4.2%

3.3%

2.5%

0.8%

0.8%

5.0%

4.2%

0.8%

62.1%

58.6%

33.3%

23.0%

11.5%

20.7%

14.9%

13.8%

6.9%

2.3%

3.4%

5.7%

1.1%

4.6%

6.9%

5.7%

73.2%

39.3%

19.6%

19.6%

7.1%

17.9%

7.1%

10.7%

7.1%

3.6%

5.4%

0.0%

0.0%

3.6%

3.6%

1.8%

70.3%

59.4%

25.0%

18.8%

28.1%

17.2%

17.2%

4.7%

1.6%

3.1%

0.0%

1.6%

1.6%

6.3%

4.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・親族

ケアマネジャー

介護サービス事業者

地域包括支援センター

友人・知人

医師

介護・介助が必要な本人

市役所

病院のソーシャルワーカー

勤務先

保健センター

近所の人、ボランティアの人など

民生委員

その他

誰にも相談していない

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

男性(n=56)

女性(n=64)

【介護に関する相談相手（男女別）】
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71.7%

50.0%

22.5%

19.2%

18.3%

17.5%

12.5%

7.5%

4.2%

3.3%

2.5%

0.8%

0.8%

5.0%

4.2%

0.8%

62.1%

58.6%

33.3%

23.0%

11.5%

20.7%

14.9%

13.8%

6.9%

2.3%

3.4%

5.7%

1.1%

4.6%

6.9%

5.7%

83.3%

50.0%

25.0%

16.7%

33.3%

33.3%

0.0%

8.3%

0.0%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

8.3%

0.0%

0.0%

77.6%

50.0%

23.7%

21.1%

19.7%

19.7%

14.5%

7.9%

6.6%

0.0%

2.6%

1.3%

1.3%

3.9%

3.9%

0.0%

53.1%

50.0%

18.8%

15.6%

9.4%

6.3%

12.5%

6.3%

0.0%

9.4%

0.0%

0.0%

0.0%

6.3%

6.3%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・親族

ケアマネジャー

介護サービス事業者

地域包括支援センター

友人・知人

医師

介護・介助が必要な本人

市役所

病院のソーシャルワーカー

勤務先

保健センター

近所の人、ボランティアの人など

民生委員

その他

誰にも相談していない

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

40代(n=12)

50代(n=76)

60代(n=32)

【介護に関する相談相手（年代別）】
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【次の①～⑤は、（１）において「１．している」と回答した方のみ、ご回答ください。】

④ 現在、介護をしているなかで、負担に感じていることは何ですか。（複数選択可）

全体では、「病気（現在や今後の体調・服薬の管理）」、「認知症状への対応」がいずれも 34.2％と最

も高く、次いで「仕事（仕事と介護の両立）」30.0％、「経済面（生活費や税金などの支払い）」27.5％

となっている。

前回調査と比較すると、「病気（現在や今後の体調・服薬の管理）」では 6.6 ポイント、「経済面（生

活費や税金などの支払い）」では 6.8 ポイント増加している。

男女別でみると、「認知症状への対応」では 6.2 ポイント、「生活援助（掃除・洗濯・買い物など）」

では 8.5 ポイント、「その他」では 7.8 ポイント、「病気（現在や今後の体調・服薬の管理）」では 19.6

ポイント男性が女性を上回る。一方で、「仕事（仕事と介護の両立）」では 9.4 ポイント、「負担に感じ

ていることは特にない」では 6.2 ポイント女性が男性より高くなっている。

年代別でみると、40 代では「生活援助（掃除・洗濯・買い物など）」、「経済面（生活費や税金など

の支払い）」、50 代、60 代では「病気（現在や今後の体調・服薬の管理）」、「認知症状への対応」の割

合が最も高くなっている。

34.2%

34.2%

30.0%

27.5%

25.8%

25.0%

20.8%

19.2%

11.7%

6.7%

8.3%

17.5%

0.8%

27.6%

32.2%

27.6%

20.7%

24.1%

21.8%

24.1%

19.5%

11.5%

8.0%

12.6%

14.9%

6.9%

44.6%

37.5%

25.0%

28.6%

30.4%

26.8%

19.6%

21.4%

8.9%

5.4%

12.5%

14.3%

0.0%

25.0%

31.3%

34.4%

26.6%

21.9%

23.4%

21.9%

17.2%

14.1%

7.8%

4.7%

20.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病気（現在や今後の体調・服薬の管理）

認知症状への対応

仕事（仕事と介護の両立）

経済面（生活費や税金などの支払い）

生活援助（掃除・洗濯・買い物など）

外出の付き添いや送迎

身体介護（入浴・排泄・衣服の着脱など）

調理（食事の準備）

人付き合い（家族との関わりを含む）

食事の介助

その他

負担に感じていることは特にない

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

男性(n=56)

女性(n=64)

【介護で負担に感じること（男女別）】
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34.2%

34.2%

30.0%

27.5%

25.8%

25.0%

20.8%

19.2%

11.7%

6.7%

8.3%

17.5%

0.8%

27.6%

32.2%

27.6%

20.7%

24.1%

21.8%

24.1%

19.5%

11.5%

8.0%

12.6%

14.9%

6.9%

25.0%

25.0%

33.3%

41.7%

41.7%

16.7%

33.3%

33.3%

25.0%

8.3%

16.7%

8.3%

0.0%

32.9%

32.9%

32.9%

25.0%

27.6%

27.6%

21.1%

19.7%

11.8%

6.6%

6.6%

19.7%

1.3%

40.6%

40.6%

21.9%

28.1%

15.6%

21.9%

15.6%

12.5%

6.3%

6.3%

9.4%

15.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病気（現在や今後の体調・服薬の管理）

認知症状への対応

仕事（仕事と介護の両立）

経済面（生活費や税金などの支払い）

生活援助（掃除・洗濯・買い物など）

外出の付き添いや送迎

身体介護（入浴・排泄・衣服の着脱など）

調理（食事の準備）

人付き合い（家族との関わりを含む）

食事の介助

その他

負担に感じていることは特にない

無回答

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

40代(n=12)

50代(n=76)

60代(n=32)

【介護で負担に感じること（年代別）】
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【次の①～⑤は、（１）において「１．している」と回答した方のみ、ご回答ください。】

⑤ 介護をするに当たって、働き方について何か調整などをしていますか。（１つを選択）

全体では、「特に行っていない」35.8％が最も高く、次いで「介護のために、「労働時間を調整（残

業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜けなど）」しながら、働いている」18.3％、「介護のために、

上記以外の調整をしながら、働いている」、「働いていない」がいずれも 12.5％となっている。

前回調査と比較すると、「介護のために、「休暇（有休や介護休暇など）」を取りながら、働いている」

は 14.7 ポイント減少した一方で、「特に行っていない」は 16.3 ポイント増加している。

男女別でみると、「特に行っていない」また、就業を継続している人では男性が女性を上回っている。

「介護のために、休職している」、「働いていない」、「介護のために退職をした」ではいずれも女性が

男性より高く、特に「働いていない」では 16.7 ポイントの差がみられる。

年代別でみると、60 代では「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早

帰・中抜けなど）」しながら、働いている」の割合が 31.3％と他の年代より高くなっている。

35.8%

19.5%

42.9%

29.7%

41.7%

34.2%

37.5%

18.3%

14.9%

19.6%

17.2%

16.7%

13.2%

31.3%

8.3%

23.0%

10.7%

6.3%

8.3%

11.8%

6.7%

4.6%

7.1%

6.3%

16.7%

7.9%

12.5%

16.1%

14.3%

10.9%

15.8%

9.4%

2.5%

1.8%

3.1%

3.9%

12.5%

17.2%

3.6%

20.3%

16.7%

10.5%

15.6%

3.3%

4.6%

6.3%

2.6%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=120)

前回調査(R4)(n=87)

男性(n=56)

女性(n=64)

40代(n=12)

50代(n=76)

60代(n=32)

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜けなど）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（有休や介護休暇など）」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、上記以外の調整をしながら、働いている

介護のために、休職している

働いていない

介護のために退職をした

無回答
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（２）あなたが介護をする側になった場合、この先の介護について不安に思うことは何ですか。

（複数選択可）

全体では、「身体的な負担・疲れ」74.0％が最も高く、次いで「経済的な不安」68.2％、「仕事との

両立」67.2％となっている。

前回調査と比較すると、「困りごと・悩みの相談先がわからない」は 7.6 ポイント減少している。

男女別でみると、「仕事との両立」の割合は男性が女性を 14.0 ポイント上回る。一方で、「身体的な

負担・疲れ」では 9.4 ポイント、「自分の自由時間の確保」では 9.2 ポイント女性が男性より高くなっ

ている。

年代別でみると、全ての年代で「身体的な負担・疲れ」の割合が最も高く、次いで 40 代では「仕事

との両立」、50 代では「経済的な不安」、60 代では「自分の健康状態が悪化した時の手助け」となって

いる。

74.0%

68.2%

67.2%

54.4%

41.0%

31.3%

21.4%

5.7%

2.4%

1.8%

0.4%

70.9%

65.9%

63.0%

52.7%

37.2%

38.9%

22.2%

5.3%

2.0%

1.7%

2.3%

69.1%

69.4%

74.8%

53.8%

36.3%

33.1%

20.4%

7.9%

2.3%

0.8%

0.0%

78.5%

67.3%

60.8%

55.0%

45.5%

29.5%

22.5%

3.8%

2.5%

2.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体的な負担・疲れ

経済的な不安

仕事との両立

自分の健康状態が悪化した時の手助け

自分の自由時間の確保

困りごと・悩みの相談先がわからない

ケアマネジャーや介護施設職員等、介護の専門職

の方との相性

介護保険等の公的サービスや介護保険施設を利用

することへの抵抗

その他

特に困ることはない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

【この先の介護で不安に思うこと（男女別）】
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74.0%

68.2%

67.2%

54.4%

41.0%

31.3%

21.4%

5.7%

2.4%

1.8%

0.4%

70.9%

65.9%

63.0%

52.7%

37.2%

38.9%

22.2%

5.3%

2.0%

1.7%

2.3%

76.5%

70.8%

74.4%

49.5%

46.6%

35.7%

21.3%

4.3%

2.5%

1.1%

1.1%

73.7%

72.0%

68.1%

56.9%

39.8%

29.2%

21.2%

6.5%

2.4%

2.1%

0.0%

70.1%

54.0%

51.1%

58.4%

33.6%

27.0%

22.6%

6.6%

2.2%

2.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体的な負担・疲れ

経済的な不安

仕事との両立

自分の健康状態が悪化した時の手助け

自分の自由時間の確保

困りごと・悩みの相談先がわからない

ケアマネジャーや介護施設職員等、介護の専門職

の方との相性

介護保険等の公的サービスや介護保険施設を利用

することへの抵抗

その他

特に困ることはない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【この先の介護で不安に思うこと（年代別）】
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（３）介護を要因とした離職を防ぐためには何が必要だと思いますか。（複数選択可）

全体では、「職場の理解やサポート」75.0％が最も高く、次いで「介護保険サービスの充実」62.9％、

「補助金の支給」62.1％となっている。

男女別でみると、「介護休暇、休職といった制度」、「家族のサポート」ではいずれも女性が男性を

11.2 ポイント以上上回る。

年代別でみると、「職場の理解やサポート」では 50 代が他の年代に比べて高く、79.1％を占めてい

る。

75.0%

62.9%

62.1%

53.4%

44.5%

44.4%

36.9%

26.0%

1.2%

1.3%

0.5%

75.1%

63.7%

63.7%

47.6%

37.4%

42.8%

34.8%

24.4%

0.8%

1.4%

0.0%

75.3%

62.0%

60.8%

58.8%

51.0%

46.0%

38.3%

27.5%

1.5%

1.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場の理解やサポート

介護保険サービスの充実

補助金の支給

介護休暇、休職といった制度

家族のサポート

介護をする際の相談先

介護保険サービス以外の支援

メンタルヘルスの相談先

その他

特になし

無回答

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

【介護離職を防ぐために必要なこと（男女別）】
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75.0%

62.9%

62.1%

53.4%

44.5%

44.4%

36.9%

26.0%

1.2%

1.3%

0.5%

75.1%

62.8%

65.3%

54.9%

46.6%

45.5%

32.5%

25.3%

1.4%

1.1%

0.7%

79.1%

62.8%

64.0%

54.6%

46.6%

44.2%

39.5%

26.3%

1.5%

0.6%

0.6%

65.7%

62.8%

51.1%

48.2%

35.8%

43.1%

38.0%

27.0%

0.0%

3.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場の理解やサポート

介護保険サービスの充実

補助金の支給

介護休暇、休職といった制度

家族のサポート

介護をする際の相談先

介護保険サービス以外の支援

メンタルヘルスの相談先

その他

特になし

無回答

今回調査(n=757)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【介護離職を防ぐために必要なこと（年代別）】
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（４）介護が必要になった方が、在宅での生活を続けていくために特に必要と考えることは何です

か。（３つまで選択可）

全体では、「家族の負担を軽減するためのデイサービスやショートステイなどの拡充」61.2％が最も

高く、次いで「病状が悪化したときにいつでも入院できる医療体制の整備」43.3％、「24 時間いつで

も診てもらえる体制」36.3％となっている。

前回調査と比較すると、「市民向けの在宅医療・在宅介護についての情報提供」は 5.5 ポイント、

「相談窓口の充実」は 10.1 ポイント減少している。

男女別でみると、「家族の負担を軽減するためのデイサービスやショートステイなどの拡充」では

8.9 ポイント、「病状が悪化したときにいつでも入院できる医療体制の整備」では 5.3 ポイント、「在

宅医療・介護に関わる専門家同士の連携」では 7.9 ポイント女性が男性を上回る。一方で、「24 時間

いつでも診てもらえる体制」は男性が女性より 5.6 ポイント高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「家族の負担を軽減するためのデイサービスやショートステイなど

の拡充」の割合が最も高く、約６割を占めている。次いで「病状が悪化したときにいつでも入院でき

る医療体制の整備」が高く、60 代では 50.4％と他の年代を上回っている。

61.2%

43.3%

36.3%

30.8%

26.8%

25.2%

22.5%

20.7%

1.6%

2.9%

0.3%

57.5%

47.6%

39.6%

36.3%

36.9%

25.5%

19.3%

20.5%

2.0%

3.2%

1.0%

56.4%

40.5%

39.4%

30.9%

28.0%

26.3%

18.4%

21.2%

1.4%

3.4%

0.0%

65.3%

45.8%

33.8%

30.8%

25.8%

24.3%

26.3%

20.3%

1.8%

2.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族の負担を軽減するためのデイサービスや

ショートステイなどの拡充

病状が悪化したときにいつでも入院できる医療体

制の整備

２４時間いつでも診てもらえる体制

市民向けの在宅医療・在宅介護についての情報提

供

相談窓口の充実

高齢者が安心して住める住居の整備

在宅医療・介護に関わる専門家同士の連携

介護休暇など現場の理解とサポート体制の充実

その他

わからない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

【在宅生活を続けるために必要なこと（男女別）】
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61.2%

43.3%

36.3%

30.8%

26.8%

25.2%

22.5%

20.7%

1.6%

2.9%

0.3%

57.5%

47.6%

39.6%

36.3%

36.9%

25.5%

19.3%

20.5%

2.0%

3.2%

1.0%

63.9%

38.6%

33.6%

31.0%

20.9%

25.3%

23.5%

24.5%

2.2%

2.5%

0.7%

59.6%

44.2%

37.5%

31.6%

30.4%

22.7%

20.4%

21.2%

1.8%

3.8%

0.0%

59.1%

50.4%

39.4%

28.5%

29.9%

31.4%

26.3%

11.7%

0.0%

1.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族の負担を軽減するためのデイサービスや

ショートステイなどの拡充

病状が悪化したときにいつでも入院できる医療体

制の整備

２４時間いつでも診てもらえる体制

市民向けの在宅医療・在宅介護についての情報提

供

相談窓口の充実

高齢者が安心して住める住居の整備

在宅医療・介護に関わる専門家同士の連携

介護休暇など現場の理解とサポート体制の充実

その他

わからない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【在宅生活を続けるために必要なこと（年代別）】
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問４ 将来、あなたに介護が必要となった場合について

（１）あなたが介護を必要とする状態となった場合に、どのような生活を希望しますか。（１つを選択）

全体では、「現在の住まいで、介護保険等の公的サービスの利用を中心に生活したい」43.2％が最も

高く、次いで「特別養護老人ホームや有料老人ホーム等の施設に入所して生活したい」33.2％、「わか

らない」16.1％となっている。

前回調査と比較して大きな差異はみられない。

男女別でみると、「現在の住まいで、介護保険等の公的サービスの利用を中心に生活したい」の割合

は女性が男性を 5.8 ポイント上回る。

年代別でみると、「現在の住まいで、介護保険等の公的サービスの利用を中心に生活したい」は 60

代で 48.2％と最も高く、年齢が上がるにつれて割合が高くなっている。

4.6%

5.2%

6.5%

2.8%

5.1%

4.7%

2.9%

43.2%

44.8%

40.2%

46.0%

37.9%

45.7%

48.2%

33.2%

29.0%

34.3%

32.3%

37.5%

30.4%

31.4%

2.6%

2.3%

1.7%

3.5%

2.2%

2.9%

2.9%

16.1%

18.0%

17.3%

15.0%

16.6%

16.2%

14.6%

0.3%

0.7%

0.5%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

現在の住まいで、介護保険等の公的サービスを利用せずに、家族の介護を受けながら生活したい
現在の住まいで、介護保険等の公的サービスの利用を中心に生活したい
特別養護老人ホームや有料老人ホーム等の施設に入所して生活したい
その他
わからない
無回答
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問５ 認知症について

（１）認知症に関する相談ができる相手のうち、知っているものはありますか。（複数選択可）

全体では、「医療機関（病院、診療所など）」52.3％が最も高く、次いで「ケアマネジャー」37.3％、

「地域包括支援センター」36.9％となっている。

前回調査と比較すると、今回新たに追加された「医療機関（病院、診療所など）」、「ケアマネジャー」

はいずれも高い割合を占める一方で、「知らない」は 23.9 ポイントと大きく減少している。

男女別でみると、「知らない」の割合は男性が女性を 9.6 ポイント上回る。一方で、その他の全ての

項目では女性が男性を上回り、特に「地域包括支援センター」では 15.1 ポイント高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「医療機関（病院、診療所など）」が最も高く、50 代、60 代では半

数以上を占めている。

52.3%

37.3%

36.9%

31.7%

7.0%

4.6%

3.8%

0.1%

27.7%

0.3%

0.0%

0.0%

32.4%

37.0%

6.8%

5.9%

3.5%

0.1%

51.6%

1.2%

46.5%

32.0%

28.9%

29.7%

2.8%

1.7%

1.4%

0.0%

32.6%

0.0%

57.8%

42.3%

44.0%

33.5%

10.8%

7.3%

6.0%

0.3%

23.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療機関（病院、診療所など）

ケアマネジャー

地域包括支援センター

市役所

地域の認知症の方本人やその家族が集う場（オレ

ンジカフェなど）

地域の認知症サポーター

「認知症の人と家族の会」による相談窓口

その他

知らない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

【認知症に関する相談先の認知（男女別）】
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52.3%

37.3%

36.9%

31.7%

7.0%

4.6%

3.8%

0.1%

27.7%

0.3%

0.0%

0.0%

32.4%

37.0%

6.8%

5.9%

3.5%

0.1%

51.6%

1.2%

46.6%

30.0%

28.5%

28.2%

5.8%

3.2%

2.2%

0.0%

33.2%

0.7%

56.0%

38.3%

39.5%

32.4%

6.8%

4.7%

4.1%

0.3%

25.7%

0.0%

55.5%

50.4%

47.4%

37.2%

10.2%

7.3%

6.6%

0.0%

20.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療機関（病院、診療所など）

ケアマネジャー

地域包括支援センター

市役所

地域の認知症の方本人やその家族が集う場（オレ

ンジカフェなど）

地域の認知症サポーター

「認知症の人と家族の会」による相談窓口

その他

知らない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【認知症に関する相談先の認知（年代別）】
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（２）認知症に対する取組として必要だと思うことはありますか。（複数選択可）

全体では、「認知症の方の介護支援などの普及」68.0％が最も高く、次いで「認知症の方向けの介護

等サービスの充実」66.6％、「認知症の正しい知識の普及」52.6％となっている。

前回調査と比較すると、「認知症の方の介護支援などの普及」では 9.8 ポイント、「認知症の方向け

の介護等サービスの充実」では 5.9 ポイント、「認知症の正しい知識の普及」では 8.8 ポイント増加

している一方で、「相談機関の充実」では 8.2 ポイント減少している。

男女別でみると、「特になし」を除く全ての項目で女性が男性を上回り、特に「地域社会全体で気づ

き・見守りができるような仕組み」では 10.4 ポイント、「地域の認知症の方本人やその家族が集う場

（オレンジカフェなど）」では 11.3 ポイント高くなっている。

年代別でみると、40 代、50 代では「認知症の方の介護支援などの普及」、60 代では「認知症の方向

けの介護等サービスの充実」の割合が最も高くなっている。

68.0%

66.6%

52.6%

48.1%

36.3%

25.4%

18.4%

1.5%

2.2%

0.5%

58.2%

60.7%

43.8%

56.3%

39.2%

24.8%

21.9%

2.7%

3.9%

1.9%

62.9%

62.0%

48.7%

43.3%

30.9%

24.1%

12.5%

0.8%

3.7%

0.6%

72.5%

70.5%

56.3%

52.5%

41.3%

26.3%

23.8%

2.0%

1.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知症の方の介護支援などの普及

認知症の方向けの介護等サービスの充実

認知症の正しい知識の普及

相談機関の充実

地域社会全体で気づき・見守りができるような仕

組み

認知症サポーターの育成

地域の認知症の方本人やその家族が集う場（オレ

ンジカフェなど）

その他

特になし

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

【認知症に対する取組で必要なもの（男女別）】
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68.0%

66.6%

52.6%

48.1%

36.3%

25.4%

18.4%

1.5%

2.2%

0.5%

58.2%

60.7%

43.8%

56.3%

39.2%

24.8%

21.9%

2.7%

3.9%

1.9%

60.6%

58.8%

56.0%

44.8%

33.9%

23.1%

18.1%

1.4%

2.5%

1.1%

73.7%

69.9%

50.4%

49.3%

36.9%

26.8%

20.6%

1.5%

2.4%

0.0%

68.6%

73.7%

51.8%

52.6%

40.1%

25.5%

13.9%

1.5%

1.5%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知症の方の介護支援などの普及

認知症の方向けの介護等サービスの充実

認知症の正しい知識の普及

相談機関の充実

地域社会全体で気づき・見守りができるような仕

組み

認知症サポーターの育成

地域の認知症の方本人やその家族が集う場（オレ

ンジカフェなど）

その他

特になし

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【認知症に対する取組で必要なもの（年代別）】
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（３）あなたは認知症をどのように思いますか。（複数選択可）

全体では、「認知症には、できるだけなりたくないと思う」81.4％が最も高く、次いで「認知症は誰

にでも起こりうるもので、特別なものではないと思う」77.5％、「認知症になると、家族や友人との関

係が変化することがあると思う」60.4％となっている。

男女別でみると、「認知症は、治らない病気だと思う」では 14.7 ポイント、「認知症は、もの忘れが

ひどくなる病気だと思う」ではいずれも 13.0 ポイント男性が女性を上回る。また、「認知症になった

ら、これまでと同じ生活を続けるのは難しいと思う」についても、男性が女性をわずかに上回ってい

る。その他の項目ではいずれも女性が男性を上回り、特に「早めに気づいて対応すれば、進行を遅ら

せることができると思う」では 17.5 ポイント高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「認知症には、できるだけなりたくないと思う」の割合が最も高く、

８割以上を占めている。

81.4%

77.5%

60.4%

59.4%

52.4%

50.7%

39.5%

38.3%

27.9%

15.6%

0.1%

77.6%

77.1%

56.4%

60.6%

43.3%

46.7%

32.6%

46.2%

34.8%

13.3%

0.0%

85.0%

78.3%

64.3%

58.8%

60.8%

54.8%

46.0%

31.5%

21.8%

17.8%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知症には、できるだけなりたくないと思う

認知症は誰にでも起こりうるもので、特別なもの

ではないと思う

認知症になると、家族や友人との関係が変化する

ことがあると思う

認知症になったら、これまでと同じ生活を続ける

のは難しいと思う

早めに気づいて対応すれば、進行を遅らせること

ができると思う

認知症の予防には、日頃の生活習慣が大切だと思

う

認知症になっても、できることや楽しめることは

あると思う

認知症は、治らない病気だと思う

認知症は、もの忘れがひどくなる病気だと思う

周りの理解や支えがあれば安心して暮らせると思

う

無回答

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

【認知症をどのように思うか（男女別）】
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81.4%

77.5%

60.4%

59.4%

52.4%

50.7%

39.5%

38.3%

27.9%

15.6%

0.1%

81.2%

74.7%

58.5%

64.3%

49.8%

53.4%

38.3%

42.2%

29.6%

15.2%

0.4%

81.1%

80.8%

63.1%

58.7%

53.1%

49.9%

40.4%

37.8%

28.0%

15.6%

0.0%

83.2%

75.9%

58.4%

52.6%

56.9%

48.9%

40.9%

32.1%

24.1%

16.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知症には、できるだけなりたくないと思う

認知症は誰にでも起こりうるもので、特別なもの

ではないと思う

認知症になると、家族や友人との関係が変化する

ことがあると思う

認知症になったら、これまでと同じ生活を続ける

のは難しいと思う

早めに気づいて対応すれば、進行を遅らせること

ができると思う

認知症の予防には、日頃の生活習慣が大切だと思

う

認知症になっても、できることや楽しめることは

あると思う

認知症は、治らない病気だと思う

認知症は、もの忘れがひどくなる病気だと思う

周りの理解や支えがあれば安心して暮らせると思

う

無回答

今回調査(n=757)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【認知症をどのように思うか（年代別）】
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（４）あなたは認知症と診断されたら、その後どのように生活したいですか。（複数選択可）

全体では、「できるだけ自立して生活し、必要な時だけ助けてほしい」48.6％が最も高く、次いで「困

ったときに気軽に相談できる人や場所を見つけたい」48.1％、「必要なサービスや支援を受けながら住

み慣れた地域で暮らし続けたい」46.2％となっている。

男女別でみると、「忘れることが増えても、色々な工夫をして生活したい」では 9.6 ポイント、「地

域の活動やサークルなどの社会活動に参加したい」では 5.5 ポイント、「困ったときに気軽に相談で

きる人や場所を見つけたい」では 17.5 ポイント、「家族や周囲の人にも病気のことを伝え、一緒にこ

れからの生活を考えたい」では 16.8 ポイント女性が男性を上回る。一方で、「家族や周りの人に迷惑

をかけるので、すぐに施設に入りたい」では男性が女性より 10.3 ポイント高くなっている。

年代別でみると、40 代、60 代では「できるだけ自立して生活し、必要な時だけ助けてほしい」、50

代では「困ったときに気軽に相談できる人や場所を見つけたい」の割合が最も高くなっている。

48.6%

48.1%

46.2%

45.3%

41.0%

29.7%

27.6%

13.3%

11.9%

11.8%

1.1%

49.9%

38.8%

46.7%

40.2%

32.0%

28.0%

33.1%

10.5%

14.2%

11.0%

1.4%

47.8%

56.3%

46.0%

49.8%

48.8%

31.3%

22.8%

16.0%

10.0%

12.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できるだけ自立して生活し、必要な時だけ

助けてほしい

困ったときに気軽に相談できる人や場所を

見つけたい

必要なサービスや支援を受けながら住み慣れた

地域で暮らし続けたい

忘れることが増えても、色々な工夫をして

生活したい

家族や周囲の人にも病気のことを伝え、一緒に

これからの生活を考えたい

診断前と変わらず、自分らしさを大切にして

暮らしたい

家族や周りの人に迷惑をかけるので、すぐに

施設に入りたい

地域の活動やサークルなどの社会活動に

参加したい

近所の人や友人に知られたくない

同じ認知症の人と会って話をしてみたい

無回答

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

【認知症と診断されたらどのように生活したいか（男女別）】
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48.6%

48.1%

46.2%

45.3%

41.0%

29.7%

27.6%

13.3%

11.9%

11.8%

1.1%

47.3%

44.4%

40.8%

41.2%

38.6%

28.2%

31.4%

12.3%

13.0%

13.4%

1.1%

48.4%

52.2%

49.0%

48.4%

42.2%

28.6%

26.8%

14.5%

13.9%

13.0%

1.2%

52.6%

45.3%

51.1%

46.0%

42.3%

35.8%

21.9%

13.1%

5.1%

5.8%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できるだけ自立して生活し、必要な時だけ

助けてほしい

困ったときに気軽に相談できる人や場所を

見つけたい

必要なサービスや支援を受けながら住み慣れた

地域で暮らし続けたい

忘れることが増えても、色々な工夫をして

生活したい

家族や周囲の人にも病気のことを伝え、一緒に

これからの生活を考えたい

診断前と変わらず、自分らしさを大切にして

暮らしたい

家族や周りの人に迷惑をかけるので、すぐに

施設に入りたい

地域の活動やサークルなどの社会活動に

参加したい

近所の人や友人に知られたくない

同じ認知症の人と会って話をしてみたい

無回答

今回調査(n=757)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【認知症と診断されたらどのように生活したいか（年代別）】
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（５）あなたは、もし認知症と思われる方が知り合いにいたら、まずはどのように対応したいと思いま

すか。（１つを選択）

全体では、「家族に声をかけ相談にのる」34.3％が最も高く、次いで「どう接して良いか分からない

ので、特に何もしない」23.2％、「本人に声をかけ相談にのる」18.1％となっている。

男女別でみると、大きな差異はみられない。

年代別でみると、全ての年代で「家族に声をかけ相談にのる」が最も高く３割以上を占める。「どう

接して良いか分からないので、特に何もしない」では年代が若くなるにつれて割合は高くなり、40 代

では 26.4％となっている。

18.1%

19.3%

17.3%

18.8%

16.8%

20.4%

34.3%

33.4%

35.3%

35.4%

33.9%

33.6%

2.4%

2.8%

1.8%

2.2%

2.7%

1.5%

12.0%

12.5%

11.5%

9.0%

12.4%

16.8%

0.7%

1.1%

0.3%

1.1%

0.6%

23.2%

22.9%

23.5%

26.4%

23.0%

17.5%

5.0%

5.7%

4.5%

3.2%

5.9%

6.6%

3.4%

1.7%

5.0%

3.2%

3.5%

3.6%

0.8%

0.6%

1.0%

0.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

本人に声をかけ相談にのる
家族に声をかけ相談にのる
民生委員に相談する
地域包括支援センターや市に相談する
警察に相談する
どう接して良いか分からないので、特に何もしない
本人、家族が気の毒なのでそっとしておく
その他



124

（６）あなたは、認知症になってからも住み慣れた地域で暮らし続けることができると思いますか。

（１つを選択）

全体では、「どちらかというと、そう思う」49.7％が最も高く、次いで「どちらかというと、そう思

わない」22.2％、「そう思う」16.0％となっている。『そう思う』（「そう思う」＋「どちらかというと、

そう思う」）の割合は 65.7％を占める。

男女別でみると、『そう思う』の割合は男性 67.2％、女性 64.3％となっている。

年代別でみると、『そう思う』の割合は 40 代で最も高く 67.9％となっている。

（７）あなたは、認知症になってからも希望を持って自分らしく暮らし続けることができると思います

か。（１つを選択）

全体では、「どちらかというと、そう思う」、「どちらかというと、そう思わない」がいずれも 36.2％

と最も高く、次いで「そう思わない」18.5％、「そう思う」8.2％となっている。『そう思う』（「そう思

う」＋「どちらかというと、そう思う」）の割合は 44.4％を占める。

男女別でみると、『そう思う』の割合は男性 42.4％、女性 45.8％と女性がやや高くなっている。

年代別でみると、『そう思う』の割合は年代が上がるにつれて高くなっており、60 代では 49.7％と

なっている。

16.0%

19.3%

12.8%

17.7%

15.3%

13.1%

49.7%

47.9%

51.5%

50.2%

48.7%

51.8%

11.8%

15.3%

8.5%

12.3%

12.7%

8.0%

22.2%

17.6%

26.5%

19.1%

23.0%

27.0%

0.4%

0.8%

0.7%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

そう思う どちらかというと、そう思う そう思わない どちらかというと、そう思わない 無回答

8.2%

7.6%

8.3%

7.9%

7.7%

8.8%

36.2%

34.8%

37.5%

33.2%

36.9%

40.9%

18.5%

24.9%

13.0%

20.2%

18.6%

15.3%

36.2%

32.3%

39.8%

37.9%

35.7%

34.3%

0.9%

0.3%

1.5%

0.7%

1.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

そう思う どちらかというと、そう思う そう思わない どちらかというと、そう思わない 無回答



125

問６ 成年後見制度について

（１）成年後見制度について、知っていますか。（１つを選択）

全体では、「聞いたことはあるが、よく知らない」58.7％が最も高く、次いで「知らない」27.6％、

「よく知っている」13.1％となっている。

男女別でみると、「聞いたことはあるが、よく知らない」の割合は女性が男性より 11.9 ポイント高

くなっている。

年代別でみると、60 代では「よく知っている」の割合が 19.7％と他の年代に比べて高くなってい

る。

13.1%

13.9%

12.3%

10.5%

12.4%

19.7%

58.7%

52.4%

64.3%

56.7%

59.6%

60.6%

27.6%

32.9%

23.0%

32.5%

26.8%

19.7%

0.7%

0.8%

0.5%

0.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

よく知っている 聞いたことはあるが、よく知らない 知らない 無回答
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（２）成年後見制度に関する相談窓口のうち、知っているものはありますか。（複数選択可）

全体では、「知らない」54.6％が最も高く、次いで「市役所」27.7％、「弁護士、司法書士などの専

門職」27.6％となっている。

男女別でみると、「知らない」の割合は男性が女性を 6.0 ポイント上回る。

年代別でみると、全ての年代で「知らない」が最も高く、40 代では 63.5％を占めている。

27.7%

27.6%

14.3%

11.1%

8.5%

0.5%

54.6%

0.4%

26.3%

25.8%

15.3%

8.5%

7.1%

0.8%

57.8%

0.0%

29.3%

29.0%

13.0%

13.3%

9.5%

0.3%

51.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市役所

弁護士、司法書士などの専門職

家庭裁判所（後見センター）

地域包括支援センター

社会福祉協議会

その他

知らない

無回答

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

27.7%

27.6%

14.3%

11.1%

8.5%

0.5%

54.6%

0.4%

23.5%

20.6%

10.5%

7.6%

6.5%

0.4%

63.5%

0.7%

30.7%

28.3%

15.3%

11.5%

8.8%

0.9%

52.5%

0.3%

29.9%

39.4%

18.2%

16.8%

10.9%

0.0%

41.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市役所

弁護士、司法書士などの専門職

家庭裁判所（後見センター）

地域包括支援センター

社会福祉協議会

その他

知らない

無回答

今回調査(n=757)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【成年後見制度に関する相談窓口の認知（男女別）】

【成年後見制度に関する相談窓口の認知（年代別）】
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問７ 高齢者福祉の支援等について

（１）介護や高齢者に関する福祉に、関心がありますか。（１つを選択）

全体では、「関心はあるが、制度をよく知らない」65.9％が最も高く、次いで「考えたことがない」

18.2％、「関心があり、制度を知っている」10.3％となっている。

男女別でみると、「関心があり、制度を知っている」の割合は女性が男性を 4.9 ポイント上回る。

年代別でみると、「関心があり、制度を知っている」は 60 代で 16.8％と他の年代に比べて高くなっ

ている。

10.3%

7.6%

12.5%

5.4%

11.5%

16.8%

65.9%

66.0%

65.8%

63.5%

67.6%

66.4%

4.4%

5.9%

3.0%

7.2%

2.7%

2.9%

18.2%

19.3%

17.5%

23.1%

17.1%

11.7%

1.2%

1.1%

1.3%

0.7%

1.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

関心があり、制度を知っている 関心はあるが、制度をよく知らない

関心がない 考えたことがない
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（２）今後、自分が高齢者になったとき、どのような支援が特に必要だと思いますか。

（３つまで選択可）

全体では、「介護状態になることの予防や寝たきり予防のための支援」48.0％が最も高く、次いで

「災害等の緊急時の支援」31.4％、「公的手続きなどの代行」29.7％となっている。

前回調査と比較すると、「買い物の代行」では 8.3 ポイント、「外出の支援」では 6.3 ポイント、「地

域活動の支援や参加促進」では 7.0 ポイント、「就労支援」では 12.2 ポイント減少した一方で、今回

新たに追加された「終活の支援」は 15.5％となっている。

男女別でみると、「災害等の緊急時の支援」では 7.0 ポイント、「公的手続きなどの代行」では 6.7

ポイント、「外出の支援」では 6.4 ポイント女性が男性を上回る。一方で、「終活の支援」、「就労支援」

ではいずれも男性が女性より 7.3 ポイント高くなっている。

年代別でみると、全ての年代で「介護状態になることの予防や寝たきり予防のための支援」の割合

が最も高く、60 代では 54.0％を占めている。

48.0%

31.4%

29.7%

29.5%

28.9%

23.1%

18.8%

15.5%

15.2%

12.4%

5.4%

1.5%

0.9%

1.8%

1.3%

0.7%

47.6%

30.8%

25.9%

28.8%

31.0%

24.1%

27.1%

0.0%

21.5%

24.6%

12.4%

5.3%

1.2%

2.3%

1.0%

0.4%

48.7%

27.8%

26.3%

31.4%

27.2%

24.6%

17.8%

19.3%

11.6%

16.1%

5.1%

2.3%

1.1%

2.0%

1.4%

0.3%

47.8%

34.8%

33.0%

28.0%

30.8%

21.5%

19.8%

12.0%

18.0%

8.8%

5.8%

0.8%

0.8%

1.8%

1.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護状態になることの予防や寝たきり予防のため

の支援

災害等の緊急時の支援

公的手続きなどの代行

健康づくりの支援

家事の援助

住まい確保の支援

買い物の代行

終活の支援

外出の支援

就労支援

地域活動の支援や参加促進

ボランティアの参加促進

教養向上のための支援

その他

必要ない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)

【高齢者になったとき特に必要だと思う支援（男女別）】
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48.0%

31.4%

29.7%

29.5%

28.9%

23.1%

18.8%

15.5%

15.2%

12.4%

5.4%

1.5%

0.9%

1.8%

1.3%

0.7%

47.6%

30.8%

25.9%

28.8%

31.0%

24.1%

27.1%

0.0%

21.5%

24.6%

12.4%

5.3%

1.2%

2.3%

1.0%

0.4%

46.2%

27.4%

26.4%

33.6%

29.2%

23.5%

21.3%

14.4%

13.7%

16.2%

6.1%

2.5%

1.1%

2.2%

1.4%

0.7%

47.5%

33.3%

32.4%

26.8%

30.4%

24.2%

18.0%

15.3%

15.9%

10.0%

5.6%

1.2%

0.9%

1.8%

1.5%

0.9%

54.0%

35.0%

30.7%

28.5%

25.5%

19.0%

16.1%

17.5%

15.3%

9.5%

3.6%

0.0%

0.7%

1.5%

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護状態になることの予防や寝たきり予防のため

の支援

災害等の緊急時の支援

公的手続きなどの代行

健康づくりの支援

家事の援助

住まい確保の支援

買い物の代行

終活の支援

外出の支援

就労支援

地域活動の支援や参加促進

ボランティアの参加促進

教養向上のための支援

その他

必要ない

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【高齢者になったとき特に必要だと思う支援（年代別）】
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問８ 人生会議（アドバンス・ケア・プランニング／ＡＣＰ）について

（１）あなたが、ご自身の人生の最期を早い段階から考えることについて、どのように思いますか。

（複数選択可）

全体では、「日頃から考える必要がある」60.8％が最も高く、次いで「大事なことだとは思うが、あ

まり考えたくない」30.1％、「漠然とした怖さがある」20.6％となっている。

前回調査と比較すると、「何をすればよいか、わからない」は 11.8 ポイント増加している。

男女別でみると、「日頃から考える必要がある」の割合は女性が男性を 10.0 ポイント上回る。

年代別でみると、全ての年代で「日頃から考える必要がある」の割合が最も高く、60 代では 68.6％

と他の年代に比べて高くなっている。

【自身の人生の最期を早い段階から考えることについて（男女別）】

60.8%

30.1%

20.6%

10.3%

9.6%

7.0%

1.7%

0.1%

17.6%

1.1%

2.1%

0.4%

65.3%

32.7%

20.3%

15.0%

12.4%

7.9%

1.7%

0.1%

5.8%

0.9%

2.9%

1.3%

55.5%

32.3%

20.4%

11.3%

9.9%

7.6%

2.5%

0.3%

16.1%

1.1%

3.1%

0.6%

65.5%

28.3%

20.8%

9.3%

9.3%

6.3%

1.0%

0.0%

18.8%

1.0%

1.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日頃から考える必要がある

大事なことだとは思うが、あまり考えたくない

漠然とした怖さがある

最期を想像できない

考えると落ち込みそう

きっかけがない

縁起が悪い

周囲の人が考えればよい

何をすればよいか、わからない

考える必要はない

その他

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)
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【自身の人生の最期を早い段階から考えることについて（年代別）】

60.8%

30.1%

20.6%

10.3%

9.6%

7.0%

1.7%

0.1%

17.6%

1.1%

2.1%

0.4%

65.3%

32.7%

20.3%

15.0%

12.4%

7.9%

1.7%

0.1%

5.8%

0.9%

2.9%

1.3%

57.0%

30.7%

23.1%

10.8%

9.7%

9.4%

1.4%

0.4%

13.7%

1.1%

1.4%

0.7%

60.8%

32.2%

17.7%

10.3%

9.1%

5.9%

1.5%

0.0%

19.5%

0.9%

2.7%

0.3%

68.6%

24.1%

22.6%

8.8%

10.2%

4.4%

2.9%

0.0%

20.4%

1.5%

2.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日頃から考える必要がある

大事なことだとは思うが、あまり考えたくない

漠然とした怖さがある

最期を想像できない

考えると落ち込みそう

きっかけがない

縁起が悪い

周囲の人が考えればよい

何をすればよいか、わからない

考える必要はない

その他

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)
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（２）あなたの家族が、それぞれの人生の最期を早い段階から考えることについて、どのように思い

ますか。（複数選択可）

全体では、「日頃から考える必要がある」59.6％が最も高く、次いで「大事なことだとは思うが、あ

まり考えたくない」30.1％、「漠然とした怖さがある」15.1％となっている。

前回調査と比較すると、「日頃から考える必要がある」は 5.2 ポイント減少した一方で、「何をすれ

ばよいか、わからない」は 9.2 ポイント増加している。

男女別でみると、大きな差異はみられない。

年代別でみると、全ての年代で「日頃から考える必要がある」の割合が最も高く、50 代、60 代では

いずれも６割以上を占めている。

【家族が人生の最期を早い段階から考えることについて（男女別）】

59.6%

30.1%

15.1%

10.4%

9.8%

6.3%

2.8%

0.3%

13.7%

2.1%

2.8%

0.5%

64.8%

30.8%

14.0%

11.5%

13.1%

6.9%

2.7%

1.2%

4.5%

1.0%

2.9%

1.7%

57.2%

32.3%

13.3%

9.9%

9.3%

5.7%

3.4%

0.0%

12.2%

2.8%

2.5%

0.8%

61.8%

28.0%

16.5%

11.0%

10.0%

6.8%

2.3%

0.5%

15.0%

1.5%

3.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日頃から考える必要がある

大事なことだとは思うが、あまり考えたくない

漠然とした怖さがある

考えると落ち込みそう

最期を想像できない

きっかけがない

縁起が悪い

周囲の人が考えればよい

何をすればよいか、わからない

考える必要はない

その他

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

男性(n=353)

女性(n=400)
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【家族が人生の最期を早い段階から考えることについて（年代別）】

59.6%

30.1%

15.1%

10.4%

9.8%

6.3%

2.8%

0.3%

13.7%

2.1%

2.8%

0.5%

64.8%

30.8%

14.0%

11.5%

13.1%

6.9%

2.7%

1.2%

4.5%

1.0%

2.9%

1.7%

54.2%

31.4%

16.6%

13.0%

9.7%

4.7%

2.5%

0.7%

14.1%

2.5%

2.2%

0.4%

63.4%

29.2%

14.2%

9.4%

8.6%

7.7%

2.4%

0.0%

12.4%

0.9%

2.9%

0.3%

61.3%

29.2%

13.9%

8.0%

12.4%

5.8%

4.4%

0.0%

16.1%

4.4%

3.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日頃から考える必要がある

大事なことだとは思うが、あまり考えたくない

漠然とした怖さがある

考えると落ち込みそう

最期を想像できない

きっかけがない

縁起が悪い

周囲の人が考えればよい

何をすればよいか、わからない

考える必要はない

その他

無回答

今回調査(n=757)

前回調査(R4)(n=694)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)
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（３）あなたが人生の最終段階を考えたとき、どのようなことが不安ですか。（複数選択可）

全体では、「家族に関すること」57.1％が最も高く、次いで「住まいに関すること」26.6％、「相続

に関すること」21.3％となっている。

男女別でみると、大きな差異はみられない。

年代別でみると、全ての年代で「家族に関すること」の割合が最も高く、40 代では 65.0％と他の年

代に比べて高くなっている。

57.1%

26.6%

21.3%

21.0%

18.0%

15.5%

12.9%

6.7%

3.4%

0.5%

57.2%

26.6%

21.8%

21.8%

19.5%

16.7%

13.3%

6.2%

2.5%

0.0%

57.3%

26.3%

21.0%

20.0%

16.5%

14.5%

12.5%

7.3%

4.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族に関すること

住まいに関すること

相続に関すること

お墓に関すること

葬儀に関すること

身辺整理などを頼める人がいないこと

特に不安はない

ペットに関すること

その他

無回答

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

57.1%

26.6%

21.3%

21.0%

18.0%

15.5%

12.9%

6.7%

3.4%

0.5%

65.0%

27.1%

24.2%

22.7%

18.4%

13.4%

10.8%

3.2%

4.3%

0.4%

56.3%

26.0%

20.6%

20.9%

18.0%

16.5%

12.1%

8.8%

3.2%

0.3%

43.8%

26.3%

17.5%

16.8%

16.8%

17.5%

19.0%

8.8%

2.2%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族に関すること

住まいに関すること

相続に関すること

お墓に関すること

葬儀に関すること

身辺整理などを頼める人がいないこと

特に不安はない

ペットに関すること

その他

無回答

今回調査(n=757)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

【人生の最終段階を考えたとき、不安なこと（男女別）】

【人生の最終段階を考えたとき、不安なこと（年代別）】
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（４）あなたは、人生会議（アドバンス・ケア・プランニング／ＡＣＰ）について、これまで知っていました

か。（１つを選択）

全体では、「知らない」89.6％が最も高く、次いで「聞いたことはあるがよく知らない」6.3％、「知

っている」3.2％となっている。

男女別でみると、「知らない」の割合は男性が女性を 6.4 ポイント上回る。

年代別でみると、全ての年代で「知らない」の割合が最も高く、40 代では 92.4％と他の年代に比

べて高くなっている。

【（４）で「１．知っている」「２．聞いたことはあるがよく知らない」と回答した方のみ、ご回答ください】

① 人生会議を知ったきっかけは何ですか。（１つを選択）

全体では、「テレビ番組などの報道」18.1％が最も高く、次いで「インターネット（市のホームペー

ジ以外）」、「医師、看護師等の医療従事者からの話」がいずれも 13.9％、「その他」12.5％となってい

る。

男女別でみると、「インターネット（市のホームページ以外）」の割合は男性が女性を 15.4 ポイン

ト上回る。一方で、「本、雑誌など（市の広報誌以外）」では 11.5 ポイント女性が男性より高くなって

いる。

年代別でみると、40 代では「テレビ番組などの報道」が 23.8％、50 代では「その他」が 18.4％、

60 代では「本、雑誌など（市の広報誌以外）」が 23.1％と最も高くなっている。

3.2%

1.4%

4.8%

1.8%

4.1%

3.6%

6.3%

4.2%

8.3%

5.8%

7.1%

5.8%

89.6%

92.9%

86.5%

92.4%

88.5%

86.1%

0.9%

1.4%

0.5%

0.3%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない 無回答

6.9%

5.0%

7.7%

14.3%

2.6%

7.7%

5.6%

5.0%

5.8%

9.5%

5.3%

13.9%

25.0%

9.6%

14.3%

13.2%

15.4%

8.3%

11.5%

4.8%

5.3%

23.1%

18.1%

20.0%

17.3%

23.8%

15.8%

15.4%

1.4%

5.0%

2.6%

6.9%

10.0%

5.8%

9.5%

5.3%

7.7%

13.9%

10.0%

15.4%

14.3%

15.8%

7.7%

6.9%

5.0%

7.7%

13.2%

12.5%

17.3%

4.8%

18.4%

7.7%

5.6%

15.0%

1.9%

4.8%

2.6%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=72)

男性(n=20)

女性(n=52)

40代(n=21)

50代(n=38)

60代(n=13)

市のホームページ 市の広報誌

インターネット（市のホームページ以外） 本、雑誌など（市の広報誌以外）

テレビ番組などの報道 人生会議に関するイベント

家族、知人、友人等の話 医師、看護師等の医療従事者からの話

ヘルパー、ケアマネジャーからの話 その他
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（５）あなたが人生の最終段階で受けたい、もしくは、受けたくない医療・ケアについて、ご家族等や

医療・介護従事者と話し合っていますか。（１つを選択）

全体では、「話し合うきっかけがない」39.9％が最も高く、次いで「知識がないため、何を話し合う

か分からない」25.2％、「多少は話し合っている」24.8％となっている。『話し合っている』（「詳しく

話し合っている」＋「多少は話し合っている」）の割合は 26.0％を占める。

男女別でみると、『話し合っている』の割合は男性 20.1％、女性 31.0％と女性が 10.9 ポイント高

くなっている。

年代別でみると、『話し合っている』の割合は年代が上がるにつれて高くなっており、60 代では

35.8％となっている。

（６）ご家族等や医療・介護従事者と医療・ケアについて話し合う時期があるとすると、いつ頃が良い

年齢だと思いますか。

（５）で「１．詳しく話し合っている」「２．多少は話し合っている」と回答した方は、いつ頃でした

か。（１つを選択）

全体では、「60 歳～69 歳」28.7％が最も高く、次いで「40 歳～59 歳」24.4％、「年齢は関係ない」

16.1％となっている。

男女別でみると、大きな差異はみられない。

年代別でみると、40 代では「40 歳～59 歳」、50 代、60 代ではいずれも「60 歳～69 歳」の割合が最

も高く、60 代では 40.9％となっている。

1.2%

1.4%

1.0%

0.4%

1.8%

1.5%

24.8%

18.7%

30.0%

20.6%

23.6%

35.8%

1.3%

2.5%

0.3%

1.1%

1.8%

0.7%

4.8%

6.5%

3.3%

5.1%

4.1%

5.8%

39.9%

41.1%

39.0%

43.3%

40.4%

32.1%

25.2%

27.2%

23.5%

28.5%

24.2%

21.2%

2.4%

1.7%

3.0%

1.1%

3.2%

2.9%

0.4%

0.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

詳しく話し合っている 多少は話し合っている
話したくない 話し合う必要性を感じていない

話し合うきっかけがない 知識がないため、何を話し合うか分からない

0.1%

0.3%

0.3%

2.2%

1.7%

2.8%

4.3%

0.9%

1.5%

24.4%

25.5%

23.5%

32.1%

22.4%

13.9%

28.7%

31.2%

26.5%

24.2%

27.4%

40.9%

13.2%

11.9%

14.3%

11.6%

13.0%

16.8%

16.1%

13.9%

18.0%

10.8%

21.8%

12.4%

0.7%

0.6%

0.8%

0.9%

1.5%

6.5%

7.6%

5.5%

7.2%

6.2%

5.8%

8.1%

7.6%

8.5%

9.7%

7.1%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=757)

男性(n=353)

女性(n=400)

40代(n=277)

50代(n=339)

60代(n=137)

２０歳未満 ２０歳～３９歳 ４０歳～５９歳 ６０歳～６９歳 ７０歳以上

年齢は関係ない その他 わからない 無回答
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Ⅳ 調査結果【在宅生活改善調査】

【事業所票】

問１ 貴事業所に所属するケアマネジャーの人数、及び利用者数について、御記入ください。

市内を拠点とする居宅介護支援サービスを展開する 30 事業所の状況を確認したところ、99 人のケ

アマネジャーが活躍しています。また、居宅介護支援サービスの利用者は 2,348 人で、そのうち、「自

宅等」にお住いの利用者が 2,225 人（94.8％）、「サービス付き高齢者住宅」及び「住宅型有料老人ホ

ーム」及び「軽費老人ホーム」にお住まいの方が 123 人（5.2％）となっています。

問２ 貴事業所において、過去１年の間に「自宅等（サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを除

く。）から、居場所を変更した要介護度別の利用者数」と「自宅等で死亡した利用者数」

を御記入ください。

過去１年間に居所変更した利用者は 362 人で、利用者総数（2,348 人）の 15.4％を占めています。

居所変更した利用者を要介護度別でみると、「要介護２」の方が 84 人（23.2％）と最も多く、次い

で「要介護１」の方が 82 人（22.7％）となっており、「要介護１」と「要介護２」を合わせると全体

の約５割となっています。

所属するケアマネジャーの人数 99

「自宅等（「サ高住」・「住宅型有料」・「軽費老人ホーム」を除く）」にお住まいの利用者数 2,225(94.8)

「サ高住」・「住宅型有料」・「軽費老人ホーム」にお住まいの利用者数 123(5.2)

要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5
申請中・

不明
合計

4 人 13 人 82 人 84 人 71 人 58 人 45 人 5 人 362 人

1.1% 3.6% 22.7% 23.2% 19.6% 16.0% 12.4% 1.4% -

単位：人・％
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問３ 貴事業所において、過去１年間の間に「自宅等（サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを

除く。） から、居場所を変更した利用者数」を行先別に御記入ください。

過去１年の間に居所変更された利用者の行き先では、「病院・診療所（※一時的な入院を除く。）」が

85 人（15.4％）と最も多く、次いで「介護老人保健施設」が 56 人（10.1％）となっています。また、

搬送先や行き先で亡くなられた方は 192 人（34.7％）となっています。

項目
市内 市外 合計

人数 人数 人数 割合

兄弟・子ども・親戚等の家 1 8 9 1.6

住宅型有料老人ホーム 17 28 45 8.1

軽費老人ホーム（特定施設除く） 0 1 1 0.2

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く） 9 19 28 5.1

グループホーム 16 1 17 3.1

特定施設 18 26 44 8.0

地域密着型特定施設 0 0 0 0.0

介護老人保健施設 47 9 56 10.1

介護医療院 0 1 1 0.2

特別養護老人ホーム 39 16 55 9.9

地域密着型特別養護老人ホーム 1 0 1 0.2

病院・診療所（※一時的な入院を除く） 48 37 85 15.4

その他 4 4 8 1.4

行先を把握していない - 11 2.0

自宅等での死亡（※搬送先での死亡を含む） - 192 34.7

合計 200 150 553 -

単位：人・％
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【利用者票】

問１ 対象となる利用者の状況等

（１）世帯類型

世帯類型では、「独居」が 38.4％と最も高く、次いで「夫婦のみ」が 27.2％、「単身の子供との同居」

「その他の同居」が 17.0％となっています。

（２）現在の居所

現在の居所では、「自宅等（持ち家）」が 75.0％と最も高く、次いで「自宅等（借家）」が 22.3％、

「サ高住」が 1.8％となっています。

独居

38.4%

夫婦のみ

27.2%

単身の子供と

の同居

17.0%

その他の同居

17.0%

無回答

0.4%

自宅等（持ち家）

75.0%

自宅等（借家）

22.3%

住宅型有料

0.4%

サ高住

1.8%
軽費老人ホーム

0.0% 無回答

0.4%

n=224

n=224
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（３）要支援・要介護度

要支援・要介護度では、「要介護１」が 36.6％と最も高く、次いで「要介護２」が 16.5％、「要介護

３」が 14.7％となっています。

問２ 現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている理由

（１）本人の状態等に属する理由

本人の状態等に属する理由では、「認知症の症状の悪化」が 52.7％と最も高く、次いで「必要な身

体介護の増大」が 40.6％、「その他､本人の状態等の悪化」が 36.2％となっています。

要支援1

8.5%

要支援2

8.5%

要介護1

36.6%要介護2

16.5%

要介護3

14.7%

要介護4

10.3%

要介護5

4.0%

新規申請中

0.4%
無回答

0.4%

52.7%

40.6%

36.2%

34.8%

19.2%

5.8%

17.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

認知症の症状の悪化

必要な身体介護の増大

その他､本人の状態等の悪化

必要な生活支援の発生･増大

医療的ｹｱ･医療処置の必要性の高まり

本人の状態等の改善

該当なし

無回答

n=224

n=224
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（２）主に本人の意向等に属する理由

主に本人の意向等に属する理由では、「本人が、一部の居宅サービスの利用を望まないから」が

33.5％と最も高く、次いで「該当なし」が 30.4％、「その他、本人の意向等があるから」が 24.1％と

なっています。

（３）主に家族等介護者の意向・負担等に属する理由

主に家族等介護者の意向・負担等に属する理由では、「介護者の介護に係る不安･負担量の増大」が

51.3％と最も高く、次いで「家族等の介護等技術では対応が困難」が 27.2％、「本人と家族等の関係

性に課題があるから」が 25.9％となっています。

33.5%

24.1%

23.2%

19.6%

17.4%

10.7%

30.4%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40%

本人が､一部の居宅ｻｰﾋﾞｽの利用を望まないから

その他､本人の意向等があるから

生活不安が大きいから

居住環境が不便だから

費用負担が重いから

本人が介護者の負担の軽減を望むから

該当なし

無回答

51.3%

27.2%

25.9%

25.0%

17.0%

17.0%

11.6%

21.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

介護者の介護に係る不安･負担量の増大

家族等の介護等技術では対応が困難

本人と家族等の関係性に課題があるから

その他､家族等介護者の意向等があるから

介護者が､一部の居宅ｻｰﾋﾞｽの利用を望まないから

費用負担が重いから

家族等の就労継続が困難になり始めたから

該当なし

無回答

n=224

n=224
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【問２（１）で「必要な身体介護の増大」を選択の場合】

（４）理由となる、具体的な「身体介護」

具体的な身体介護では、「入浴」が 73.6％と最も高く、次いで「見守り・付き添い」が 69.2％、「移

乗・移動」が 59.3％となっています。

【問２（１）で「認知症の症状の悪化」を選択の場合】

（５）理由となる、具体的な「認知症の症状」

具体的な認知症の症状では、「一人での外出が困難」が 63.6％と最も高く、次いで「薬の飲み忘れ」

「金銭管理が困難」が 62.7％、「家事に支障がある」が 55.1％となっています。

73.6%

69.2%

59.3%

58.2%

57.1%

53.8%

30.8%

16.5%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

入浴

見守り･付き添い

移乗･移動

排泄(日中)

更衣･整容

排泄(夜間)

食事摂取

その他

無回答

63.6%

62.7%

62.7%

55.1%

28.8%

26.3%

18.6%

16.9%

16.1%

6.8%

16.9%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

一人での外出が困難

薬の飲み忘れ

金銭管理が困難

家事に支障がある

意欲の低下

強い介護拒否がある

深夜の対応

暴言･暴力などがある

徘徊がある

近隣住民等とのﾄﾗﾌﾞﾙ

その他

無回答

n=91

n=118
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【問２（１）で「医療的ケア・医療処置の必要性の高まり」を選択の場合】

（６）理由となる、具体的な「医療的ケア」、「医療処置」

具体的な医療的ケア、医療処置では、「その他」が 37.2％と最も高く、次いで「疼痛の看護」が 27.9％、

「褥瘡の処置」が 16.3％となっています。

27.9%

16.3%

14.0%

11.6%

11.6%

11.6%

4.7%

4.7%

4.7%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

37.2%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40%

疼痛の看護

褥瘡の処置

ｲﾝｽﾘﾝ注射

透析

酸素療法

喀痰吸引

点滴の管理

経管栄養

ｶﾃｰﾃﾙ

ｽﾄｰﾏの処置

中心静脈栄養

ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ

気管切開の処置

ﾓﾆﾀｰ測定

その他

無回答

n=43
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問３ 「現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている」状況を改善するためのサ

ービス利用の変更等

（１）どのようなサービスに変更することで改善できると思うか

どのようなサービス変更が改善につながるかでは、「より適切な「住まい・施設等」に変更する」が

55.9％と最も高く、次いで「より適切な「在宅サービス」もしくは「住まい・施設等」に変更する」

が 22.0％、「より適切な「在宅サービス」に変更する」が 15.6％となっています。

（２）問３（１）で選択したサービス利用の変更について、本来であればより適切と思

われる具体的なサービス

適切と思われる具体的なサービスでは、「特別養護老人ホーム」が 32.8％と最も高く、次いで「住

宅型有料」が 25.9％、「グループホーム」が 24.7％となっています。

32.8%

25.9%

24.7%

21.8%

19.0%

18.4%

17.2%

17.2%

16.7%

14.9%

14.4%

12.1%

10.9%

9.2%

6.9%

5.7%

2.3%

1.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40%

特別養護老人ﾎｰﾑ

住宅型有料

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

ｻ高住

ｼｮｰﾄｽﾃｲ

訪問診療

訪問看護

特定施設

訪問介護､訪問入浴

居宅療養管理指導

介護老人保健施設

訪問ﾘﾊ

通所介護､通所ﾘﾊ､認知症対応型通所

定期巡回ｻｰﾋﾞｽ

軽費老人ﾎｰﾑ

小規模多機能

夜間対応型訪問介護

看護小規模多機能

介護医療院

項目 人数 割合

より適切な「在宅サービス」に変更する 29 15.6

より適切な「住まい・施設等」に変更する 104 55.9

より適切な「在宅サービス」もしくは「住まい・施設等」に変更する 41 22.0

上記では改善は難しいと思う 12 6.5

単位：人・％

n=174
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【問３（２）で「住まい・施設等」を選択の場合】

（３）利用者の入所・入居の緊急度

「住まい・施設等」へのサービス変更の緊急度では、「入所が望ましいが、しばらくは他のサービス

でも大丈夫」が 71.7％と最も高く、次いで「緊急性が高い」が 18.6％、「その他」が 3.4％となって

います。

【問３（２）で「住まい・施設等」（※特別養護老人ホーム以外）」を選択の場合】

（４）入所・入居できていない理由

特養を除く「住まい・施設等」へ入所・入居できていない理由では、「申込をしていない」が 59.5％

と最も高く、次いで「その他」が 24.3％、「空きがない」が 8.1％となっています。

【問３（２）で「特別養護老人ホーム」を選択の場合】

（５）特養に入所できていない理由

特養を除く「住まい・施設等」へ入所・入居できていない理由では、「申込をしていない」が 52.6％

と最も高く、次いで「その他」が 17.5％、「空きがない」が 15.8％となっています。

18.6% 71.7% 3.4% 6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

緊急性が高い 入所が望ましいが、しばらくは他のサービスでも大丈夫 その他 無回答

59.5% 8.1%

1.8%

0.9%

24.3% 5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

申込をしていない 空きがない

希望の住まい･施設等に空きがない 医療処置を理由に入所･入居できない

その他 無回答

52.6% 15.8% 3.5%

1.8%

17.5% 8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

申込をしていない 空きがない 希望の施設に空きがない 医療処置を理由に入所できない その他 無回答

n=145

n=111

n=57
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Ⅴ 調査結果【居所変更実態調査】

問１ 該当するサービス種別

回答した事業所のサービス種別は、「特定施設」が８事業所（26.7％）と最も多くなっています。

問２ 貴施設等の概要

回答した事業所には、1,570 人の方が入所・入居しており、30 事業所の定員数に対する入居者数は

92.4％となっています。その一方で、491 人の方が待機者となっています。また、特別養護老人ホー

ム以外の施設から特別養護老人ホームへの待機者数（申込者数）は 10 人となっています。

サービス種別 事業所数 割合

住宅型有料老人ホーム 5 16.7

軽費老人ホーム（特定施設除く） 0 0.0

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く） 3 10.0

グループホーム 5 16.7

特定施設 8 26.7

地域密着型特定施設 0 0.0

介護老人保健施設 3 10.0

介護医療院 0 0.0

特別養護老人ホーム 5 16.7

地域密着型特別養護老人ホーム 1 3.3

合計 30 -

定員数など 1,530 人・76 戸・92 室/計 1,700

入所・入居者数 1,570

（貴施設等の）待機者数 491

特別養護老人ホームの待機者数（申込者数） 10

単位：事業所・％

注）定員数は１戸＝１名、１室＝１名として算定しています。

単位：人


